
＜ 1学期の予定 ＞  ※予定は変更になる場合があります。 

４月 ８日（火）～１７日（木）  学校訪問 ６月 ７日（土） 個別相談会 

 １４日（月） 保護者会  ９日（月） 振替休業日 

 １８日（金） １学期 通級指導開始  ２６日（木） 入級委員会（午前） 

 ２１日（月） 出張のため午後お休み ７月 １日（火） １学期 個別指導終了 

 ２２日（火） 出張のため１日お休み  ２日（水） 全体グループ学習 

５月 ２３日（金） 専門家指導のため午前お休み 
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こだま学級 担任 「どんな小学生だった？」 

  

～よろしくお願いします～  

２０２３年２月より、出産・育児休暇のために長期休暇をいただいておりましたが、この４月より職場復帰させてい

ただきました。再びこだま学級の子供たちと一緒に学習ができることを心待ちにしておりました。保護者の方と連

携を取り、子供に寄り添った指導を心がけたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

  

～お世話になりました～  

こだま学級で 6年間お世話になりました。子どもたちが元気にあいさつする姿、たくさんお話する姿、前向きに学

習する姿に、毎日パワーをもらい、楽しく過ごしていました。6年間の日々は宝物です。これからも、みなさんの頑

張る姿を応援しています。ありがとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

 
雨が降るとすぐに熱を出し、養護の先生にお世話にな

っていました。山中の洞窟に入ったり、川岸をたどりど

こまで上流に行けるかを試したり、探検していました。 

 
自然がたくさんあるところに住んでいたので、花冠を

作ったり、木の実を取って食べたり、川で遊んだり、虫

をつかまえたりしながら登下校をしていました。 

 
ポケモンと砂場が大好きでした。砂場を見つけると飛

び込む習性があったため、いつも靴の中は砂だらけ、洋

服はいつも泥だらけで、親を困らせていました。 

 
低学年の頃は、年中半袖半ズボンで生活していました。

また、朝、20分休み、昼休みは運動場で毎日サッカー

をしている元気いっぱいの小学生でした。 

 

スポーツが大好きな小学生でした。好きだったのは、フ

ットベースボールとバスケットボールです。どちらも朝

練があって、かけもちしていました。 

  
走ることが大好きで、いつも「もう少し落ち着くと良い

ね」と言われていました。注射が大っ嫌いで、病院のこ

とが怖かった小学生時代でした。 

ごあいさつ 

令和７年度の「こだま学級」での指導が、４月 18 日からスタートします。同じようにきこえやことばに課題が

あっても、程度が違ったり、感じ方も異なったりと人それぞれです。そんな子どもたちの実態に応じ、一人一人

のよさを大切にして、伸ばしていけるよう指導に努めていきます。基本的には個人指導となりますが、時には

同じ時間帯に通級している子ども同士で小集団の活動を行ったり、各学期末にはグループ学習や全体学習を

実施したりもしています。今後とも保護者の皆様のご理解とご協力、在籍校との連携が大切となります。ぜひ、

この「きこえとことば通信」を活用し、その一助としていただければ幸いです。どうぞ、よろしくお願いします。 

                                      小金井市立小金井第二小学校 校長 瀧島 啓司 

 

 



 

 

“きこえとことばの教室（こだま学級）”には、聞こえにくさがある子、吃音がある子、発音の誤りがある子、ことば

の面において心配がある子など、さまざまなお子さんが通ってきています。 

学習形態は、週に１～２時間の個別指導です。決められた曜日・時間に通います。その他に、必要に応じてグループ学

習も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通級の時間が在籍校の授業と重なった場合も、場を変えて授業を受けているということになります。そのため、在

籍校を遅刻・早退・欠席扱いにはなりません。 

こだま学級では、上記の流れで、随時、教育相談を実施しています。また、発音の誤り、吃音、聞こえにくさがある

年長のお子さんについて、次年度通級に向けた相談も受け付けております。年長のお子さんについては、直接こだま

学級にご連絡ください。 

また、６月７日（土）に予約なしでもご相談いただける個別相談会を予定しています。ご案内は別途いたしますので、

ご活用ください。 

発音の誤りがあるお子さん 

（例）おかあさん→おたあたん さかな→しゃかな 

発音の誤りは、本人が正しく発音したくてもできな

い状態です。 

舌や口の周辺の筋肉の動きを高める運動をしたり、

正しい発音の仕方を練習したりします。 

きこえとことばの教室では、このような指導をしています 

どのお子さんにとっても、リラックスして楽しく話ができるような、安心した環境を作って

いくことを大切にしています。 

吃音があるお子さん 

（例）「お、お、おっ、おかあさん…」「おーーかあさん」 

吃音は、本人の意思とは関係なくその症状が現れま

す。話すことへの不安を取り除き、安心して話すことの

できる環境を作ります。また、吃音についての正しい理

解や話し方の工夫なども行います。 

聞こえにくさがあるお子さん 

話を聞いたり、ことばで伝えたりする意欲を育て、

本人の聴力の確かめや正しく聞き取る練習、状態に応

じて発音練習やことばの力を伸ばす学習を行ってい

ます。また、在籍学級での環境調整なども行います。 

ことばの面で心配があるお子さん 

自分の思っていることをうまく伝えられない、ことば

の数が少ない、話を理解することが苦手、などお子さん

によって困っていることは様々です。ことばの力の得

意・不得意を確かめ、やりとりする力や話す力を伸ばし

ていきます。 


